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高校生が高齢者疑似体験をし参した１

　　ｉ１月２９日、岡山県立岡山工業高等学校の３年生を対象に人権教育が行われました｡地域包括

　支援センターは前回(６月開催)に続き､高齢者疑似体験､歩行器体験､高齢者についての講話を

　担当しました。

゛●●●●●●゜ｊ ？゜-ｔ●●●●●●●●●●●●●●●●●£ｊ゛゛苧●●●●苧申｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●

呂皿やi　　1　゛　　堀軸･ｍ皿の誉者の方に芒｡赳づ4 1　･。　　　　゛　高齢者疑似体験スーツ　福祉用具の業者の方に：

歩行器の使用方法や注：

意点などを説明していた：

だき､その後実際に狭い：

通路や小さな段差でも：

歩行器を利用して歩くこ：

とが難しいことを体験し

ました。
●暫匹敵三百　　　　　　　　　　　　　　ｗ～ｗｆ～り

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●

●

・
●

や視覚障害ゴーグルを：

装着し､杖を使いながら：

廊下を歩いたり階段の

上り下りを体験しまし

た｡体を思ったように動

かせないと苦労していま

した。
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

ニ　高齢者疑似体験をした生徒の皆

|さんからは､｢高齢者の大変さTが分

|かった｡これからの接し方を考えよ
|うと思った｣といった感想や､｢今

　回の体験を活かしてバリアフリー|

やユニバーサルデザインをつくる｣

、｢素材を変更したら､もっと使いや

1すくなるj｢デザインを良くしたら気

ﾙﾀﾞ:持ちが若返る｣などたくさんの意

;見やアイディアが挙げられました。

重もが住み慎れたまちでいつまでも自分らしく暮らしていくことができるように

今後も地域みんなで取り組んでいけたらいいなと思います。　　　　　==
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